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第３回 長野広域連合ごみ処理施設整備計画等専門委員会議事録（１日目） 

 

    ［日 時］ 令和４年８月２４日（水）15：00～17：00 

    ［会 場］ 飯綱町役場 会議室 

    ［出席者］  専門委員            ５名 

オブザーバー          １名 

      長野広域連合          ４名 

      八千代エンジニヤリング株式会社 ６名 

 

1. 開会 

 

2. あいさつ 

 

3. 議題 

事務局から説明後、意見を伺った。 

（1）報告事項 ア 委員会の開催スケジュール 

 【事務局】第４回委員会後に地元説明を行い、地元の意見をいただく予定である。その意見を

踏まえて第５回の総合評価をしていただきたいと考えている。 

 

（1）報告事項 イ 施設構想図（信濃町） 

（2）協議事項 ア 候補地の現況報告（現地調査） 

 【委 員】河川に近い候補地であるが、河川法上の問題はないか。 

 【事務局】河川境界や河川の水位が分かっていないため、共通条件として、河川深さの２倍は

河川から開発しないという条件の基で、河川の深さは５メートルという想定で開発

範囲を定めている。今後、河川管理者に問い合わせを行い、詳細な条件を把握する

予定である。 

 【委 員】地下水系の対策はどのように考えているか。 

 【事務局】現時点で詳細な情報は不明のため、雨水集配施設の設置や地下水の影響を受けない

計画地盤高に構造物を設置することとし、評価に当たっては費用面も考慮する必要

があると考えている。 

 【委 員】評価指標の作成に当たり、留意事項をまとめて記載すること。 

 【委 員】河川境界を早めに確認すること。また、埋土や人工地盤が多い候補地であり、人工

地盤も一つの地質体のため、量や処理についても考慮の上で検討すること。 

 【委 員】防災調整池の計画地盤高が低すぎるのではないか。 

 【事務局】河川の水位を確認し、再検討を行う。 

 【委 員】絶滅危惧種の存在が確認できた場合、どのような対策を考えているか。 

 【事務局】絶滅危惧種、レッドリストに出ていたものが確認された場合は、何らかの保全措置

を講じなければならないことが多い。今後、県や市町村の方針を確認する。 

【委 員】洪水や浸水の可能性について、上流のダムとの関連も含めて調査すること。 

【委 員】川流れの方向、尾根や沢などの周辺地形を確認できる中域の図面を作成すること。 
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（1）報告事項 イ 施設構想図（飯綱町） 

（2）協議事項 ア 候補地の現況報告（現地調査） 

 【委 員】残土がかなり出る計画になっているが、残土はどのように処理する計画か。 

 【事務局】残土仮置き場に約 30万㎥を置ける見込みで、そのうち４万㎥程度を覆土材として使

用する計画である。 

 【委 員】残土置き場を計画するのであれば、残土置き場までを敷地範囲とすること。 

 【委 員】もう少し残土を減らした案を計画できないか。 

 【委 員】表層土は覆土材として良い土である。外部から覆土材を運ぶ費用を抑えるため、覆

土材置き場も設計に入れておくことを提案する。 

 【事務局】現在の計画は一般的な条件で算出しているので、意見を踏まえて修正する。 

 【委 員】想定よりも浅い地点に帯水している可能性もあるため留意すること。 

 【委 員】広域図を確認すると放流先の河川まで１～２kmほどある。また、この地域の河川は

農業用水の取水口となっているため、現実的な放流方法を検討すること。 

 【事務局】現地の再確認を行い、放流方法については費用面も含めて検討する。 

【委 員】敷地範囲の中に手入れされているスギ植林地が多々ある。地元から抵抗が出るので

はないか。 

【事務局】飯綱町及び地元に再確認を行う。 

 

（2）協議事項 イ 評価項目・評価方法・評価基準 

 【委 員】Ａ・Ｂ・Ｃの３段階評価だと、同じ評価でも意味が違っている場合がある。キーワ

ードなどを記載して違いが分かるようにすること。 

 【委 員】付加価値を容易性に結び付けるのではなく、評価項目として設定した方が良い。 

 【委 員】地下水の影響が評価項目に入っていないのではないか。 

 【事務局】環境条件の評価項目中、水源への影響で地下水の利用状況をある程度反映している。 

 【委 員】評価項目の枠に収まらない留意事項は「その他留意事項」等として最後に記載する

こと。ほかの評価項目と重複した場合であっても、さらに加点もしくは減点となり、

重み付けができる。 

 【委 員】「土地の改変度」の評価基準が分かりにくい。 

 【事務局】構想図が完成した段階で、留意事項等をまとめて評価を行う予定である。その際に

評価基準を見直す。 

 【委 員】法規制により立地が不可能な候補地はないという認識で良いか。 

 【事務局】今後の協議でクリアできるものとして評価していただきたい。 

 【委 員】河川管理者に問い合わせを行い、河川法の該当有無を確認すること。 

【委 員】「積雪の状況」は積雪量ではなく、除雪日数で評価する。 

【委 員】今後は候補地ごとに資料を取りまとめること。 

 

4. 連絡事項、その他 

 

5. 閉会 

以上 


